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第 1 回  鶴岡市中⼼市街地 将来ビジョン策定ワークショップ
背景：近年我が国では極度な⼈⼝減少やライフスタイルの変化に伴い、地⽅都市における中⼼市街地の衰退が進んでいる。
   地域経済の活性化や活⼒ある中⼼市街地へのまちづくりに向けて、取り組みを⾒直し、将来のまちに対して描いている「ビジョン」を市⺠全員で共有する必要がある。
    
⽬的 ：１．将来ビジョン策定の際のテーマやコンセプトにつながるアイデアを得る
     市⺠がどのようなライフスタイルを送っており、まちに対してどのような不満を持っているのかを把握する。
     その上で、まちに「求めていること・アイデア」を具体的な空間像と共に提案してもらい、まちの将来の姿につながるビジョンを参加者と運営者全員で共有する。
   ２．参加者のシビックプライドの芽出し
     参加者が暮らしているまちについて、何らかの「再発⾒」や「気づき」を得て、理解が深まることや、
     ワークショップ体験を通して、⾃分はまちの⼀員であるということを再認識し、まちに関して発信していくことに前向きになってもらう。

開催⽇時：令和 5 年 6 ⽉ 23,24 ⽇
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada
参加者：各属性ごとに開催（計 65 ⼈）
    １回⽬：商店街・まちづくり会社・コミュニティ組織関係者・芸術⽂化団体関係者 18 名
    ２回⽬：医療・福祉関係者 8 名、⼀般公募 3 名
    ３回⽬：市内の在⽇外国⼈ 15 名
    ４回⽬：⾼校⽣・⼤学⽣の 11 名
    ５回⽬：⼦供の保護者 10 名
グループ構成（後半）：参加者をランダムに 3 ー 4 ⼈ / 主催者側から 2 ⼈（ファシリテーター、記録係）
各セッション：約 2 時間 計 5 回開催（前半：01-03 後半：04-05）

 アイスブレイクではチェキを⽤いた名札作りをグループごとに⾏った。
各テーブル、時計回りにチェキで顔写真を撮影し、名前やニックネームを記⼊
した。名札作成後、各グループで⾃⼰紹介を⾏った。写真はワークショップ終
了後に回収し、参加者の記録として保存した。

 A0 ⽤紙２枚のガリバーマップを⽤いて地域分析を参加者全員で⾏った。
 はじめに、参加者には計５ヶ所、普段よく利⽤する場所、お気に⼊りの場所
について、⾚丸シールをガリバーマップにプロットしてもらった。
 さらに、地域に対して課題だと感じていること（利⽤しているけど不満があ
ること、利⽤したいけどできないところ）について⻘い付箋に具体的例を記⼊
し、該当する場所に貼り付けてもらった。

 A0 ⽤紙２枚のガリバーマップを⽤いて、将来ビジョンの⼿がかりとなるキー
ワードの抽出をグループに分かれて⾏った。前半で議題となった地域に不満に
感じていることを切り⼝に、変えていきたいもの、あると嬉しいものを具体的
な空間像と提案してもらった。
 参加者の発⾔は、ファシリテーターや補助が記録し⼿元の地図に添付して⾏
き、⼤まかなキーワードを抽出した。
 参加者が提案の際にイメージが膨らむように、イメージ写真（国内外のさ
まざまな地域で実装されている街路デザイン、公共空間、ファニチャー等の
写真を約 200 枚）を⽤いた。イメージ写真は A3 ⽤紙に４ヶ所ずつを印刷し
たものを壁⼀⾯に貼り、A4 ⽤紙に 25 ヶ所ずつ印刷し切り取ったものを各テー
ブルに１セットずつ⽤意した。

 前半作業終了後には振り返りを⾏った。
ガリバーマップに表された場所や記述内容から、参加者の傾向把握を⾏った。

 後半の作業終了後にグループごとの振り返りを⾏った。
各グループで抽出されたキーワードとその背景を、参加者全員の前で発表して
もらった。その後、ワークショップ全体を通しての総括も⾏った。
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アイスブレイク

地域分析

キーワード抽出

ワークショップ後半の振り返りワークショップ前半の振り返り

1. ワークショップの概要

2. ワークショップの内容

ワークショップで⽤いたガリバーマップ
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DADA

銀座通り

鶴岡公園
荘内神社

荘銀タクト鶴岡

市役所

鶴岡市図書館

鶴岡駅

S-MALL

山形大学

新
内
川

中央児童館

山王通り

MARICA

鳥海山

月山

金峯山

まちなかキネマ

・夜の銀座通りを活性化したい
・ふらっと立ち寄れる明るい店構えにしよう
・歩行者のための銀座通りにしよう
・車での買い物が便利な銀座通りにしよう
・鶴岡のランドマークにしたい
・楽しくて活気のある界隈

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

場所に紐づくコメント
(水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

鶴岡駅から銀座通りまで繋がるモビリティがあるといいな

新内川で川遊びできるようになるくらいの緩やかな流れになるとよい

小さい子どもをつれて休憩できる場所がほしい

アーバンスポーツがほしい

山王商店街に遊べるモニュメントを設置したい
鶴岡のシンボルになったらいい

駐車場が狭い
冬は車道が混む

タクト前にスタバがほしい
雪像のイベントを開催したい

鶴岡公園にキッチンカーやカフェがほしい

銀座通りの店は暗くて入りにくい印象がある

Dada に資源ごみの回収ボックスを設置したい
資源再利用システムも併せて必要

中央児童館にプレイパークを整備してほしい

子供に手がかからなくなると、仕事の関わり以外であまり外出しない

キッチンカーなど、屋外で食べられるような環境がほしい

空いている駐車場の情報がほしい

Dada は電気水道のみしかないが、ポテンシャルがある
クリエィティブな活動に関わる人や若い人に利用してほしい

銀座通りの店の外観を美しくしたい
一軒の改修を一作家が担当して、通り全体をアートにしたい

銀座通りでは車だけが優先されている
⇔もっと駐車スペースがほしい

ナイトマーケットを開催したい
夜中までノンアルで飲めるカフェがほしい

前半の傾向としては、駅までは S-MALL、銀座通り周辺では銀
座通り沿い、鶴岡公園周辺エリアでは市役所や荘銀タクトによく
行く場所が集中した。また芸術関係者は荘銀タクトや鶴岡アート
フォーラムをよく利用し、まちなかキネマなどの芸術に関連する
施設が挙げられていたていた。またこのセッションではよく行く
場所のプロットが商店街エリアや市役所周辺エリアの中心部に集
中し、他のセッションの参加者に比べ頻繁に中心市街地を利用し
ていることが分かった。

飲食店や気軽に食事ができる広場など「食事ができる空間」を求
める意見が多く出された。この意見は、鶴岡公園周辺やまちキネ
周辺など市街地全域に集まった。銀座通り周辺に関しては多様な
問題が集まった。建物が暗く利用しづらい空間であることや、子
供の目線に立った時に楽しい空間ではない、といったことが問題
として挙げられた。交通に関する問題としては、「歩行者を優先
した通りがほしい」や「目的がなくても歩いて楽しい場所にした
い」といった歩行者目線での発言が多く見られた。

商店街関係者からは、主に銀座通りを「空き店舗の活用」や「こ
だわりあるのお店」などによって、大人が楽しめる銀座通りやじっ
くり歩いて回れる銀座通りをつくるといった意見が挙げられた一
方で、エビスヤビルの若い世代による活用など多様な世代の参加
を望むような意見も確認された。また、銀座通り近くの新内川沿
いの親水空間の整備などのアイデアも挙げられ、他のグループに
比べて水辺環境に関心があることが伺えた。

「若い子がのんあるで夜中まで飲めるようなカフェを作りたい」
「ナイトバザールの駐車場が足りない」といったコメントからは、
「夜の銀座通りを活性化したい」という思いが見て取れた。また、
「中心部にコンビニがない。お茶できるところがない。気軽に行
けるお店が欲しい。」「川を見ながらゆっくり休める場所がほしい」
などのコメントからは、「落ち着ける居場所がほしい」というニー
ズが抽出できた。 ※カッコ内の数字は発話数を表す　

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 1　商店街・まちづくり・コミュニティ・芸術関係者

銀座通り・山王通り周辺（44）
前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

参加者の発言から推測される「ニーズ」

鶴岡公園周辺（21）

その他（17）

駅前（11）

2.  よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

1. 参加者のコメント一覧

• 落ち着く居場所が
ほしい

• ワクワクする遊び
場がほしい

• 駐車場が不足して
いる • ちょっと休憩できる場所がほしい

• 娯楽施設がほしい

• 子どもがワクワクする遊び場がほしい
• 大人の男の居場所がほしい
• まちの情報がほしい
• 移動の時間を楽しみたい

実施日時：令和 5 年 6 月 23 日 14:00～
参加人数：15 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada
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まちなかキネマ

・夜の銀座通りを活性化したい
・ふらっと立ち寄れる明るい店構えにしよう
・歩行者のための銀座通りにしよう
・車での買い物が便利な銀座通りにしよう
・鶴岡のランドマークにしたい
・楽しくて活気のある界隈

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

場所に紐づくコメント
(水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

鶴岡駅から銀座通りまで繋がるモビリティがあるといいな

新内川で川遊びできるようになるくらいの緩やかな流れになるとよい

小さい子どもをつれて休憩できる場所がほしい

アーバンスポーツがほしい

山王商店街に遊べるモニュメントを設置したい
鶴岡のシンボルになったらいい

駐車場が狭い
冬は車道が混む

タクト前にスタバがほしい
雪像のイベントを開催したい

鶴岡公園にキッチンカーやカフェがほしい

銀座通りの店は暗くて入りにくい印象がある

Dada に資源ごみの回収ボックスを設置したい
資源再利用システムも併せて必要

中央児童館にプレイパークを整備してほしい

子供に手がかからなくなると、仕事の関わり以外であまり外出しない

キッチンカーなど、屋外で食べられるような環境がほしい

空いている駐車場の情報がほしい

Dada は電気水道のみしかないが、ポテンシャルがある
クリエィティブな活動に関わる人や若い人に利用してほしい

銀座通りの店の外観を美しくしたい
一軒の改修を一作家が担当して、通り全体をアートにしたい

銀座通りでは車だけが優先されている
⇔もっと駐車スペースがほしい

ナイトマーケットを開催したい
夜中までノンアルで飲めるカフェがほしい

前半の傾向としては、駅までは S-MALL、銀座通り周辺では銀
座通り沿い、鶴岡公園周辺エリアでは市役所や荘銀タクトによく
行く場所が集中した。また芸術関係者は荘銀タクトや鶴岡アート
フォーラムをよく利用し、まちなかキネマなどの芸術に関連する
施設が挙げられていたていた。またこのセッションではよく行く
場所のプロットが商店街エリアや市役所周辺エリアの中心部に集
中し、他のセッションの参加者に比べ頻繁に中心市街地を利用し
ていることが分かった。

飲食店や気軽に食事ができる広場など「食事ができる空間」を求
める意見が多く出された。この意見は、鶴岡公園周辺やまちキネ
周辺など市街地全域に集まった。銀座通り周辺に関しては多様な
問題が集まった。建物が暗く利用しづらい空間であることや、子
供の目線に立った時に楽しい空間ではない、といったことが問題
として挙げられた。交通に関する問題としては、「歩行者を優先
した通りがほしい」や「目的がなくても歩いて楽しい場所にした
い」といった歩行者目線での発言が多く見られた。

商店街関係者からは、主に銀座通りを「空き店舗の活用」や「こ
だわりあるのお店」などによって、大人が楽しめる銀座通りやじっ
くり歩いて回れる銀座通りをつくるといった意見が挙げられた一
方で、エビスヤビルの若い世代による活用など多様な世代の参加
を望むような意見も確認された。また、銀座通り近くの新内川沿
いの親水空間の整備などのアイデアも挙げられ、他のグループに
比べて水辺環境に関心があることが伺えた。

「若い子がのんあるで夜中まで飲めるようなカフェを作りたい」
「ナイトバザールの駐車場が足りない」といったコメントからは、
「夜の銀座通りを活性化したい」という思いが見て取れた。また、
「中心部にコンビニがない。お茶できるところがない。気軽に行
けるお店が欲しい。」「川を見ながらゆっくり休める場所がほしい」
などのコメントからは、「落ち着ける居場所がほしい」というニー
ズが抽出できた。 ※カッコ内の数字は発話数を表す　

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 1　商店街・まちづくり・コミュニティ・芸術関係者

銀座通り・山王通り周辺（44）
前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

参加者の発言から推測される「ニーズ」

鶴岡公園周辺（21）

その他（17）

駅前（11）

2.  よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

1. 参加者のコメント一覧

• 落ち着く居場所が
ほしい

• ワクワクする遊び
場がほしい

• 駐車場が不足して
いる • ちょっと休憩できる場所がほしい

• 娯楽施設がほしい

• 子どもがワクワクする遊び場がほしい
• 大人の男の居場所がほしい
• まちの情報がほしい
• 移動の時間を楽しみたい

実施日時：令和 5 年 6 月 23 日 14:00～
参加人数：15 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada

Dada

S-MALL
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Dada

銀座通り

鶴岡公園
荘内神社

荘銀タクト鶴岡

市役所

鶴岡市図書館

鶴岡駅

S-MALL

山形大学

新
内
川

中央児童館

山王通り

MARICA

鳥海山

月山

金峯山

まちなかキネマ

ふらっと遊びに行ける場所があればいいのに
学校から駅の途中に図書館があればいく

駅前のショッピングモールに華やかさがない

駐車場が少なくて行きづらい
とても良い場所なのに利用者が少ない

賑やかさがない
駅前がさみしい

道が狭くわかりづらい
道がくねくねしていて危険

庄内神社の周辺で快適にランニングしたい

完全な住宅地にした方が良好な環境になるのではないか

駐車場がなくて、鶴岡公園の駐車場に停めざるをえない

遊具が欲しい

遊具が少なく、老朽化もみられる

駐車場が少ない（特に雨の日）
駐車場が狭い

駐車場が二台しかない
逆走車がいて危険

雰囲気が硬く居づらい
開放感がある入りやすい場所に

ガイドラインを作成して景観を統一するべき

市内循環バスが「鶴岡のバス」らしくなってほしい

まちのコンセプトをはっきりさせてほしい

交通の課題が大きい（特に雪の日）

街角に遊びの空間がほしい。そうすれば移住者も来るのでは？

交通量が多く、子供の通学が心配だ

子供を車で送り迎えする時に、車を停める場所がない

駅と観光地の接続が薄い

都市機能が分散されている

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

グループ２　医療福祉関係者・公募

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

駐車場の不足を問題に感じている意見が多く上がった。この
意見は銀座通りや鶴岡公園周辺をはじめとして市街地全域に
多く見られた。既存の公園などの遊び場空間の利用しづらさ
も問題と挙げられた。遊具の老朽化や芝生の手入れが行き届
いていないことなど、地域の公園をより利用したいという声
が多く見られた。

子供の視点に立ち市内を見つめ直した時に安全な空間ではな
いことが指摘された。子供でも安全に遊べる水辺空間や安全
に歩ける道路が市内に増えてほしいという意見も多く上がっ
た。既存の公共施設の利用しづらさに関しても問題として挙
げられた。具体的には図書館や銀座通りに並ぶ店が、全体的
に雰囲気が暗く気軽に立ち寄れないという意見が上がった。
銀座通りの利活用に関しても、市役所の機能を分散させると
いった案やレンタルサイクルを普及させることで賑わいを創
出させるといった案が多く出された。

その他（33 ） 銀座通り周辺（26）

鶴岡公園周辺（17）

駅前（12）

1.　参加者のコメント一覧 2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

参加者の発言から推測される「ニーズ」

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

実施日時：令和 5 年 6 月 23 日 18:30～
参加人数：18 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada

• 歴史資源を用いて観光を押し出したい
• 鶴岡の景観を統一したい
• 車の交通量を減らして交通安全なまちに
• ところどころで遊べるまちにしよう

• 車で行きやすい場所にしたい
• 色んな用事がまとめてここで

済むような場所にしよう
• 日常的に賑やかな場所にしよ

う

・駐車場を増やして、アクセスしやすい
場所にしよう
・車が入り込まない、歩きやすい街路が
増えてほしい

・食事やショッピング、勉強など色々な
ことが一つの場所ですむ駅前を創ろう

EN/ME
S-MALL
S-MALL

市街地全体

( !)

112

場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

Dada

銀座通り

鶴岡公園
荘内神社

荘銀タクト鶴岡

市役所

鶴岡市図書館

鶴岡駅

S-MALL

山形大学

新
内
川

中央児童館

山王通り

MARICA

鳥海山

月山

金峯山

まちなかキネマ

ふらっと遊びに行ける場所があればいいのに
学校から駅の途中に図書館があればいく

駅前のショッピングモールに華やかさがない

駐車場が少なくて行きづらい
とても良い場所なのに利用者が少ない

賑やかさがない
駅前がさみしい

道が狭くわかりづらい
道がくねくねしていて危険

庄内神社の周辺で快適にランニングしたい

完全な住宅地にした方が良好な環境になるのではないか

駐車場がなくて、鶴岡公園の駐車場に停めざるをえない

遊具が欲しい

遊具が少なく、老朽化もみられる

駐車場が少ない（特に雨の日）
駐車場が狭い

駐車場が二台しかない
逆走車がいて危険

雰囲気が硬く居づらい
開放感がある入りやすい場所に

ガイドラインを作成して景観を統一するべき

市内循環バスが「鶴岡のバス」らしくなってほしい

まちのコンセプトをはっきりさせてほしい

交通の課題が大きい（特に雪の日）

街角に遊びの空間がほしい。そうすれば移住者も来るのでは？

交通量が多く、子供の通学が心配だ

子供を車で送り迎えする時に、車を停める場所がない

駅と観光地の接続が薄い

都市機能が分散されている

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

グループ２　医療福祉関係者・公募

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

駐車場の不足を問題に感じている意見が多く上がった。この
意見は銀座通りや鶴岡公園周辺をはじめとして市街地全域に
多く見られた。既存の公園などの遊び場空間の利用しづらさ
も問題と挙げられた。遊具の老朽化や芝生の手入れが行き届
いていないことなど、地域の公園をより利用したいという声
が多く見られた。

子供の視点に立ち市内を見つめ直した時に安全な空間ではな
いことが指摘された。子供でも安全に遊べる水辺空間や安全
に歩ける道路が市内に増えてほしいという意見も多く上がっ
た。既存の公共施設の利用しづらさに関しても問題として挙
げられた。具体的には図書館や銀座通りに並ぶ店が、全体的
に雰囲気が暗く気軽に立ち寄れないという意見が上がった。
銀座通りの利活用に関しても、市役所の機能を分散させると
いった案やレンタルサイクルを普及させることで賑わいを創
出させるといった案が多く出された。

その他（33 ） 銀座通り周辺（26）

鶴岡公園周辺（17）

駅前（12）

1.　参加者のコメント一覧 2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

参加者の発言から推測される「ニーズ」

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

実施日時：令和 5 年 6 月 23 日 18:30～
参加人数：18 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada

• 歴史資源を用いて観光を押し出したい
• 鶴岡の景観を統一したい
• 車の交通量を減らして交通安全なまちに
• ところどころで遊べるまちにしよう

• 車で行きやすい場所にしたい
• 色んな用事がまとめてここで

済むような場所にしよう
• 日常的に賑やかな場所にしよ

う

・駐車場を増やして、アクセスしやすい
場所にしよう
・車が入り込まない、歩きやすい街路が
増えてほしい

・食事やショッピング、勉強など色々な
ことが一つの場所ですむ駅前を創ろう

EN/ME
S-MALL
S-MALL

市街地全体

( !)

112

場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント
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Plastic Smell From Factory

Dada

銀座通り

鶴岡公園
荘内神社

荘銀タクト鶴岡

市役所

鶴岡市図書館

鶴岡駅

S-MALL

山形大学

新
内
川

中央児童館

山王通り

MARICA

鳥海山

月山

金峯山

まちなかキネマ

駅前に夜までやってて、20 代 ~30 代の人で交流できる
場所が欲しい

川沿いの使い方がもったいない。もっと自由に使いたい。

自国の食文化に触れられるお店がもっと増えてほしい

商店街でナイトマーケットを開催してほしい

・鶴岡公園周辺での地域イベントの開催
・荘銀タクトなどの施設を日常的な利用

・集客力のあり買い物ができる施設
・自国の文化に触れられる場所をつくりたい

・異文化交流できるイベントを開催しよう

・若い世代でコミュニケーションが
  取れる場所が欲しい

・外国人が暮らす上で必要なサービスの拡充してほしい

・公共交通の利便性を高めよう
・歩行者や自転車に優しい街をつくろう

バス・電車の本数が足りていないと感じる。もっと
増やしてほしい

まちの中心にショッピングできる場所が欲しい ( 特に服 )

ランニングがしやすいまちにしたい

大学の裏に明るくてみんなで集まれる場所が欲しい

信号がなく、道も狭くて朝のラッシュ時子どもが危ない

体を動かせる娯楽施設が欲しい

深夜でもやってる、のんびりしたり
集まったり出来る場所が欲しい

夜、大通りを離れても明るいと感じられるまちにしよう

カフェなどの落ち着いた空間が欲しい

市民農園が欲しい

自転車にとって安全な歩道にしてほしい
( 特に路面の凍結の防止 )

おしゃれな図書館で異文化交流系のイベントがしたい

市内にモスクやインターナショナルスクールなどの外国人
にとって必要な施設がほしい

まちなかのサインに英語訳を追記してほしい

・体を動かせる
娯楽施設
・通勤時の交通
利便性を高め
よう

場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

その他（48）

銀座通り・山王通り周辺（14）

鶴岡公園周辺（13） 駅前（12）

1.　参加者のコメント一覧

参加者の発言から推測される「ニーズ」

2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6 月 24 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 3　在住外国人

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL をはじめとする駅前の施設や鶴
岡公園での日常的な利用が多くみられた一方で、銀座通り周辺の
利用は比較的に少ないことが分かった。その他の日常的な買い物
は、市外のマックスバリューや業務スーパーを利用しており、中
心市街地の利用が他のグループに比べ少ないことが確認された。
EN/ME（カフェ）の利用が多くみられ、店内の雰囲気や売られ
ているパンが日本のスーパーで売られているものとはまた違った
味わいであることが理由として挙げられた。
また在住外国人参加者は特定の施設や商店に、よく行く場所が集
中する傾向が見られた。

交通に関して普段から車を利用する人からは駅前や鶴岡公園に隣
接している通り（県道 47 号）の渋滞や市役所周辺の道の狭さや
分かりづらさが挙げられた。車を非利用者からは、バスの使いづ
らさや車通りの激しさによる歩行者の安全性で問題が挙げられ
た。
また施設利用に関しては S-MALL や荘内病院、銀座通り周辺、郵
便局など数多くの施設で、営業時間の短さが問題として挙げられ
た。
①②を踏まえると交通の便の悪さや営業時間の短さが起因して、
在住外国人の中心市街地利用度が低くなっていると推測される。

在住外国人は中心市街地圏外を利用しており、地域外への意見や
地域全体への意見が多かった。また交通手段として車以外の視点
から交通利便性の向上や自転車に優しいまちを望む意見も多く見
られた。
娯楽や買い物では、自国の食材を購入できる店舗など生活の利便
性を向上に関する意見や、パブなどの夜まで営業しており日本人
や若い人たちと交流できる場所を望む意見が見られた。

「インターナショナルスクールが欲しい」「モスクを市内にもっと
欲しい」といったコメントからは、「自国の文化に触れられる場
所をつくりたい」という思いが見て取れた。また、銀座通り付近
の現状として日常的には訪れていないエリアに関する「おしゃれ
な図書館でイベント➡異文化交流」「20 代～ 30 代の人が交流で
きる場所」などのコメントからは、「異文化交流できるイベント
を開催したい」という生活＋αの部分のニーズが抽出できた。

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

実施日時：令和 5 年 6 月 24 日 10:00～
参加人数：15 名
開催場所：出羽庄内国際村
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荘銀タクト鶴岡
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山王通り

MARICA

鳥海山

月山

金峯山

まちなかキネマ

駅前に夜までやってて、20 代 ~30 代の人で交流できる
場所が欲しい

川沿いの使い方がもったいない。もっと自由に使いたい。

自国の食文化に触れられるお店がもっと増えてほしい

商店街でナイトマーケットを開催してほしい

・鶴岡公園周辺での地域イベントの開催
・荘銀タクトなどの施設を日常的な利用

・集客力のあり買い物ができる施設
・自国の文化に触れられる場所をつくりたい

・異文化交流できるイベントを開催しよう

・若い世代でコミュニケーションが
  取れる場所が欲しい

・外国人が暮らす上で必要なサービスの拡充してほしい

・公共交通の利便性を高めよう
・歩行者や自転車に優しい街をつくろう

バス・電車の本数が足りていないと感じる。もっと
増やしてほしい

まちの中心にショッピングできる場所が欲しい ( 特に服 )

ランニングがしやすいまちにしたい

大学の裏に明るくてみんなで集まれる場所が欲しい

信号がなく、道も狭くて朝のラッシュ時子どもが危ない

体を動かせる娯楽施設が欲しい

深夜でもやってる、のんびりしたり
集まったり出来る場所が欲しい

夜、大通りを離れても明るいと感じられるまちにしよう

カフェなどの落ち着いた空間が欲しい

市民農園が欲しい

自転車にとって安全な歩道にしてほしい
( 特に路面の凍結の防止 )

おしゃれな図書館で異文化交流系のイベントがしたい

市内にモスクやインターナショナルスクールなどの外国人
にとって必要な施設がほしい

まちなかのサインに英語訳を追記してほしい

・体を動かせる
娯楽施設
・通勤時の交通
利便性を高め
よう

場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

その他（48）

銀座通り・山王通り周辺（14）

鶴岡公園周辺（13） 駅前（12）

1.　参加者のコメント一覧

参加者の発言から推測される「ニーズ」

2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6 月 24 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 3　在住外国人

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL をはじめとする駅前の施設や鶴
岡公園での日常的な利用が多くみられた一方で、銀座通り周辺の
利用は比較的に少ないことが分かった。その他の日常的な買い物
は、市外のマックスバリューや業務スーパーを利用しており、中
心市街地の利用が他のグループに比べ少ないことが確認された。
EN/ME（カフェ）の利用が多くみられ、店内の雰囲気や売られ
ているパンが日本のスーパーで売られているものとはまた違った
味わいであることが理由として挙げられた。
また在住外国人参加者は特定の施設や商店に、よく行く場所が集
中する傾向が見られた。

交通に関して普段から車を利用する人からは駅前や鶴岡公園に隣
接している通り（県道 47 号）の渋滞や市役所周辺の道の狭さや
分かりづらさが挙げられた。車を非利用者からは、バスの使いづ
らさや車通りの激しさによる歩行者の安全性で問題が挙げられ
た。
また施設利用に関しては S-MALL や荘内病院、銀座通り周辺、郵
便局など数多くの施設で、営業時間の短さが問題として挙げられ
た。
①②を踏まえると交通の便の悪さや営業時間の短さが起因して、
在住外国人の中心市街地利用度が低くなっていると推測される。

在住外国人は中心市街地圏外を利用しており、地域外への意見や
地域全体への意見が多かった。また交通手段として車以外の視点
から交通利便性の向上や自転車に優しいまちを望む意見も多く見
られた。
娯楽や買い物では、自国の食材を購入できる店舗など生活の利便
性を向上に関する意見や、パブなどの夜まで営業しており日本人
や若い人たちと交流できる場所を望む意見が見られた。

「インターナショナルスクールが欲しい」「モスクを市内にもっと
欲しい」といったコメントからは、「自国の文化に触れられる場
所をつくりたい」という思いが見て取れた。また、銀座通り付近
の現状として日常的には訪れていないエリアに関する「おしゃれ
な図書館でイベント➡異文化交流」「20 代～ 30 代の人が交流で
きる場所」などのコメントからは、「異文化交流できるイベント
を開催したい」という生活＋αの部分のニーズが抽出できた。

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

実施日時：令和 5 年 6 月 24 日 10:00～
参加人数：15 名
開催場所：出羽庄内国際村
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場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 4　高校生

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL や荘銀タクト、Dada、図書館を
はじめとするフリースペースがある場所によく行く場所が集まる
傾向が見られた。また「勉強スペース」というコメントがいくつ
かの地点で見られ、よく行く場所を主に勉強目的で利用している
ことが分かった。一方で有料の施設でよく行く場所が集中したの
は駅前のスターバックスや駅前通り沿いの商店であった。

駅前から高校にかけての通学路となるエリアに交通に関する問題
が多数挙げられた。具体的には道路舗装の整備不足や車の交通量
の多さによる安全性を懸念した意見が挙げられた。
また駅や銀座通りでは寂しい印象があり、特に銀座通りでは日常
時からイベント時まで、様々な場面で賑やかで使いやすい場所に
することが求められた。車を利用する大学生からは駐車場の少な
さを言及する意見も挙げられた。

後半では広範囲で勉強スペース・バッティングセンターのような
体を動かせる施設・写真スポット・休憩場所が求められているこ
とが明らかになった。またどのエリアでも無料であることや気軽
に使える安いスペースを求めた意見が数多く挙げられた。

「銀座通りに足湯を設置したい。おじいちゃんおばあちゃんと交
流できる」「まちあわせができるシンボルのようなものがほしい」
といったコメントからは、「地域の人と関わりたい」という思い
が見て取れた。また、「学校の付近に勉強スペースがほしい。一
斉下校で居残れないこともある」「居るだけだったらお金のかか
らない場所が欲しい」などのコメントからは、「落ち着ける居場
所がほしい」という強い想いが抽出できた。

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

屋内で遊べるスポーツ施設が欲しい

高齢者と交流できる足湯が欲しい

安くておいしいお店が増えてほしい。チェーン店でもいい。

フリーマーケットのように気軽に出店したい

バス停の近くに勉強スペースが欲しい

待ち合わせができるシンボルのようなものが欲しい

図書館を開放的で入りやすい雰囲気にしたい

勉強スペースが少なくて困っている。空き情報を教えて
くれるアプリ等があっても便利

地域での活動を学校でも宣伝してほしい

まちなかにフォトスポットがあると楽しい

高校生と地域の人とで関わるイベントをもっとしたい！

道が悪く、自転車で登下校しているとき車などに
ぶつかりそうになる

お金がかからず、ずっと居れるような屋内が欲しい

もう一つバスターミナルが欲しい

勉強できて便利だが、ガラスの透明度が高くて道行く人
に勉強している姿を見られるのが嫌

ラウンドワンみたいな思いっきり遊べる場所が欲しい

安くてオシャレできるお店を駅前に増やしたい

縁日の時ゴミを捨てる場所が無くて困った。ゴミ箱を
設置したい。

銀座通り・山王通り周辺（21） その他（19） 鶴岡公園周辺（18） 駅前（17）

参加者の発言から推測される「ニーズ」

1.　参加者のコメント一覧 2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

・ミニライブなど、空き店舗や
古民家を活用したい
・チェーン店のような安い価格
帯のお店がほしい
・地域の人と関われるイベント
を開催しよう
・高齢者と交流できる足湯を設
置したい

・気軽に勉強できるフリース
ペースがほしい
・安くておしゃれで長いでき
る空間を使いたい
・体を動かせる場所がほしい

・通学時の交通安全性を向上
させよう
・ゆっくりと落ちついて勉強
できるスペースがほしい
・滞留や飲食ができるスペー
スを拡充させよう

・思い切り高校生が遊べる
場所がほしい
・通学時の交通利便性を
向上させよう
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S-MALL
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実施日時：令和 5 年 6 月 24 日 14:00～
参加人数：11 名
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「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 4　高校生

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL や荘銀タクト、Dada、図書館を
はじめとするフリースペースがある場所によく行く場所が集まる
傾向が見られた。また「勉強スペース」というコメントがいくつ
かの地点で見られ、よく行く場所を主に勉強目的で利用している
ことが分かった。一方で有料の施設でよく行く場所が集中したの
は駅前のスターバックスや駅前通り沿いの商店であった。

駅前から高校にかけての通学路となるエリアに交通に関する問題
が多数挙げられた。具体的には道路舗装の整備不足や車の交通量
の多さによる安全性を懸念した意見が挙げられた。
また駅や銀座通りでは寂しい印象があり、特に銀座通りでは日常
時からイベント時まで、様々な場面で賑やかで使いやすい場所に
することが求められた。車を利用する大学生からは駐車場の少な
さを言及する意見も挙げられた。

後半では広範囲で勉強スペース・バッティングセンターのような
体を動かせる施設・写真スポット・休憩場所が求められているこ
とが明らかになった。またどのエリアでも無料であることや気軽
に使える安いスペースを求めた意見が数多く挙げられた。

「銀座通りに足湯を設置したい。おじいちゃんおばあちゃんと交
流できる」「まちあわせができるシンボルのようなものがほしい」
といったコメントからは、「地域の人と関わりたい」という思い
が見て取れた。また、「学校の付近に勉強スペースがほしい。一
斉下校で居残れないこともある」「居るだけだったらお金のかか
らない場所が欲しい」などのコメントからは、「落ち着ける居場
所がほしい」という強い想いが抽出できた。

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

屋内で遊べるスポーツ施設が欲しい

高齢者と交流できる足湯が欲しい

安くておいしいお店が増えてほしい。チェーン店でもいい。

フリーマーケットのように気軽に出店したい

バス停の近くに勉強スペースが欲しい

待ち合わせができるシンボルのようなものが欲しい

図書館を開放的で入りやすい雰囲気にしたい

勉強スペースが少なくて困っている。空き情報を教えて
くれるアプリ等があっても便利

地域での活動を学校でも宣伝してほしい

まちなかにフォトスポットがあると楽しい

高校生と地域の人とで関わるイベントをもっとしたい！

道が悪く、自転車で登下校しているとき車などに
ぶつかりそうになる

お金がかからず、ずっと居れるような屋内が欲しい

もう一つバスターミナルが欲しい

勉強できて便利だが、ガラスの透明度が高くて道行く人
に勉強している姿を見られるのが嫌

ラウンドワンみたいな思いっきり遊べる場所が欲しい

安くてオシャレできるお店を駅前に増やしたい

縁日の時ゴミを捨てる場所が無くて困った。ゴミ箱を
設置したい。

銀座通り・山王通り周辺（21） その他（19） 鶴岡公園周辺（18） 駅前（17）
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5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

・ミニライブなど、空き店舗や
古民家を活用したい
・チェーン店のような安い価格
帯のお店がほしい
・地域の人と関われるイベント
を開催しよう
・高齢者と交流できる足湯を設
置したい

・気軽に勉強できるフリース
ペースがほしい
・安くておしゃれで長いでき
る空間を使いたい
・体を動かせる場所がほしい

・通学時の交通安全性を向上
させよう
・ゆっくりと落ちついて勉強
できるスペースがほしい
・滞留や飲食ができるスペー
スを拡充させよう

・思い切り高校生が遊べる
場所がほしい
・通学時の交通利便性を
向上させよう
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実施日時：令和 5 年 6 月 24 日 14:00～
参加人数：11 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada
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場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 4　高校生

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL や荘銀タクト、Dada、図書館を
はじめとするフリースペースがある場所によく行く場所が集まる
傾向が見られた。また「勉強スペース」というコメントがいくつ
かの地点で見られ、よく行く場所を主に勉強目的で利用している
ことが分かった。一方で有料の施設でよく行く場所が集中したの
は駅前のスターバックスや駅前通り沿いの商店であった。

駅前から高校にかけての通学路となるエリアに交通に関する問題
が多数挙げられた。具体的には道路舗装の整備不足や車の交通量
の多さによる安全性を懸念した意見が挙げられた。
また駅や銀座通りでは寂しい印象があり、特に銀座通りでは日常
時からイベント時まで、様々な場面で賑やかで使いやすい場所に
することが求められた。車を利用する大学生からは駐車場の少な
さを言及する意見も挙げられた。

後半では広範囲で勉強スペース・バッティングセンターのような
体を動かせる施設・写真スポット・休憩場所が求められているこ
とが明らかになった。またどのエリアでも無料であることや気軽
に使える安いスペースを求めた意見が数多く挙げられた。

「銀座通りに足湯を設置したい。おじいちゃんおばあちゃんと交
流できる」「まちあわせができるシンボルのようなものがほしい」
といったコメントからは、「地域の人と関わりたい」という思い
が見て取れた。また、「学校の付近に勉強スペースがほしい。一
斉下校で居残れないこともある」「居るだけだったらお金のかか
らない場所が欲しい」などのコメントからは、「落ち着ける居場
所がほしい」という強い想いが抽出できた。

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

屋内で遊べるスポーツ施設が欲しい

高齢者と交流できる足湯が欲しい

安くておいしいお店が増えてほしい。チェーン店でもいい。

フリーマーケットのように気軽に出店したい

バス停の近くに勉強スペースが欲しい

待ち合わせができるシンボルのようなものが欲しい

図書館を開放的で入りやすい雰囲気にしたい

勉強スペースが少なくて困っている。空き情報を教えて
くれるアプリ等があっても便利

地域での活動を学校でも宣伝してほしい

まちなかにフォトスポットがあると楽しい

高校生と地域の人とで関わるイベントをもっとしたい！

道が悪く、自転車で登下校しているとき車などに
ぶつかりそうになる

お金がかからず、ずっと居れるような屋内が欲しい

もう一つバスターミナルが欲しい

勉強できて便利だが、ガラスの透明度が高くて道行く人
に勉強している姿を見られるのが嫌

ラウンドワンみたいな思いっきり遊べる場所が欲しい

安くてオシャレできるお店を駅前に増やしたい

縁日の時ゴミを捨てる場所が無くて困った。ゴミ箱を
設置したい。

銀座通り・山王通り周辺（21） その他（19） 鶴岡公園周辺（18） 駅前（17）

参加者の発言から推測される「ニーズ」

1.　参加者のコメント一覧 2. よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

・ミニライブなど、空き店舗や
古民家を活用したい
・チェーン店のような安い価格
帯のお店がほしい
・地域の人と関われるイベント
を開催しよう
・高齢者と交流できる足湯を設
置したい

・気軽に勉強できるフリース
ペースがほしい
・安くておしゃれで長いでき
る空間を使いたい
・体を動かせる場所がほしい

・通学時の交通安全性を向上
させよう
・ゆっくりと落ちついて勉強
できるスペースがほしい
・滞留や飲食ができるスペー
スを拡充させよう

・思い切り高校生が遊べる
場所がほしい
・通学時の交通利便性を
向上させよう
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( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6月 23 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 4　高校生

※カッコ内の数字は発話数を表す　

前半の傾向としては、S-MALL や荘銀タクト、Dada、図書館を
はじめとするフリースペースがある場所によく行く場所が集まる
傾向が見られた。また「勉強スペース」というコメントがいくつ
かの地点で見られ、よく行く場所を主に勉強目的で利用している
ことが分かった。一方で有料の施設でよく行く場所が集中したの
は駅前のスターバックスや駅前通り沿いの商店であった。

駅前から高校にかけての通学路となるエリアに交通に関する問題
が多数挙げられた。具体的には道路舗装の整備不足や車の交通量
の多さによる安全性を懸念した意見が挙げられた。
また駅や銀座通りでは寂しい印象があり、特に銀座通りでは日常
時からイベント時まで、様々な場面で賑やかで使いやすい場所に
することが求められた。車を利用する大学生からは駐車場の少な
さを言及する意見も挙げられた。

後半では広範囲で勉強スペース・バッティングセンターのような
体を動かせる施設・写真スポット・休憩場所が求められているこ
とが明らかになった。またどのエリアでも無料であることや気軽
に使える安いスペースを求めた意見が数多く挙げられた。

「銀座通りに足湯を設置したい。おじいちゃんおばあちゃんと交
流できる」「まちあわせができるシンボルのようなものがほしい」
といったコメントからは、「地域の人と関わりたい」という思い
が見て取れた。また、「学校の付近に勉強スペースがほしい。一
斉下校で居残れないこともある」「居るだけだったらお金のかか
らない場所が欲しい」などのコメントからは、「落ち着ける居場
所がほしい」という強い想いが抽出できた。

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

屋内で遊べるスポーツ施設が欲しい

高齢者と交流できる足湯が欲しい

安くておいしいお店が増えてほしい。チェーン店でもいい。

フリーマーケットのように気軽に出店したい

バス停の近くに勉強スペースが欲しい

待ち合わせができるシンボルのようなものが欲しい

図書館を開放的で入りやすい雰囲気にしたい

勉強スペースが少なくて困っている。空き情報を教えて
くれるアプリ等があっても便利

地域での活動を学校でも宣伝してほしい

まちなかにフォトスポットがあると楽しい

高校生と地域の人とで関わるイベントをもっとしたい！

道が悪く、自転車で登下校しているとき車などに
ぶつかりそうになる

お金がかからず、ずっと居れるような屋内が欲しい

もう一つバスターミナルが欲しい

勉強できて便利だが、ガラスの透明度が高くて道行く人
に勉強している姿を見られるのが嫌

ラウンドワンみたいな思いっきり遊べる場所が欲しい

安くてオシャレできるお店を駅前に増やしたい

縁日の時ゴミを捨てる場所が無くて困った。ゴミ箱を
設置したい。

銀座通り・山王通り周辺（21） その他（19） 鶴岡公園周辺（18） 駅前（17）
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1.　参加者のコメント一覧 2. よく行く場所
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・ミニライブなど、空き店舗や
古民家を活用したい
・チェーン店のような安い価格
帯のお店がほしい
・地域の人と関われるイベント
を開催しよう
・高齢者と交流できる足湯を設
置したい

・気軽に勉強できるフリース
ペースがほしい
・安くておしゃれで長いでき
る空間を使いたい
・体を動かせる場所がほしい

・通学時の交通安全性を向上
させよう
・ゆっくりと落ちついて勉強
できるスペースがほしい
・滞留や飲食ができるスペー
スを拡充させよう

・思い切り高校生が遊べる
場所がほしい
・通学時の交通利便性を
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DADA

銀座通り

鶴岡公園
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S-MALL

山形大学
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まちなかキネマそり遊びや水遊びなど、色々な遊び方が
出来るようになるといい

日常的にお祭りのような雰囲気でいてほしい

ふらっと立ち入れる様なお店の雰囲気にしていきたい。
店前に椅子とかを置いて境界線を曖昧にしてみたり。 ママ友で交流できるお洒落なカフェのような場所が欲しい 

夜にしか来ないような場所だと感じている。
いっその事夜に特化した場所にするのも面白い

多様なお店を混在させて、買い物も遊びもまとめて
済ませられるような場所になってほしい

地域イベントをタクトでもっと起こしてほしい

 大人も一緒に楽しめるアスレチック公園などに、
カフェを併設させた遊び場が欲しい 

 立体駐車場の敷居が高く、ちょっとの用事では
使いづらい

アウトレットのように大人の買い物と子ども
の遊びを両立できるような場所が欲しい

鶴岡公園と銀座通りを繋ぐ道路を歩きやすくしてほしい

高校の周りに安く集まれる場所が欲しい 

 気軽にパパ友と飲みに行けるお店が欲しい

保育園の遊具を日曜日に開放してほしい

屋内で遊べるスペースが欲しい

観光スポットにお土産屋さんがあるといい

意見が集中したエリア

よく行く場所

地図の凡例

その他（27） 銀座通り周辺（18） 駅前（18） 鶴岡公園周辺（18）

2.  よく行く場所

3. 中心市街地の問題

4. 求められた空間像

5. 問題や提案に潜む「ニーズ」

1. 参加者のコメント一覧 「鶴岡市中心市街活性化ワークショップ」（6 月 24 日実施）
の参加者のコメントを抜粋して掲載しています。　

グループ 5　子育て世代

前半の傾向としては、銀座通りや駅前など市街地の活用が比較的
見られず、一方で市街地外の活用が多く見られた。市街地外で利
用が多く見られる場所としては、小真木原公園や温泉などが挙げ
られる。地図内に関しては、S-Mall やスタバなどが他グループ
とは劣るものの集中的な利用が見られた。鶴岡市内の既存の施設
を日常的に利用しきれていないことがこのグループの傾向として
挙げられた。

問題に関しても中心市街地に対する意見は他グループと比べても
少なかった。その中でも交通に関する問題は多数挙げられていた。
駐車場が市内全域に不足していることやバスの使いづらさなどが
挙げられた。市内に子供と遊べるエリアが少ないことや遊具のバ
リエーションが少ないことも問題として挙げられた。駅周辺の雰
囲気の全体的な寂しさなども問題として挙げられた。

子供と日常的に遊ぶ機会が多いことから、市内に遊び場のような
空間が増えて欲しいといった意見が他のグループと比べて多く挙
げられた。特に大人と子どもが一緒になって楽しめる遊び場が熱
望されており、その具体例として児童館の丘を活用したアスレ
チックが挙げられた。また、FOODEVER など既存の施設を利用
しやすくしてほしいとの意見が見られた。その解決策として、「近
くの駐車場を使いやすくする」、「積極的なイベント開催によって
利活用を促進する」などの意見が得られた。

様々な空間の計画に際し、一度子どもの目線に立つことが必要で
あることが推測される。銀座通りに関して、子供が安全に遊べる
スペースを空き地空間やエビスヤビルに設置してはどうかという
提案や昼間だけでなく夜にも特化した空間があると面白いので
は、といった提案が出された。このことから、ストックを有効に
活用しつつ、昼夜問わず賑わいのある空間を作り上げていくこと
が求められていると考えられる。

※カッコ内の数字は発話数を表す　参加者の発言から推測される「ニーズ」

実施日時：令和 5 年 6 月 24 日 18:30～
参加人数：10 名
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada

前半の作業成果 グループ A の作業成果 グループ B の作業成果 グループ C の作業成果

場所に紐づくコメント
( 水玉は芸術関係者）

場所に紐づかないコメント

・市内に遊び場のような空間が増えてほ
しい。
・川辺や公園、街路など様々な空間を歩
行者の目線になって整備しよう。
・FOODEVERなど既存の施設を利用しよ
う。

・昼間だけでなく夜にも特
化した空間があると面白い
・子供が安全に遊べる空間
があると利用する目的も
増える。

・立体駐車場の敷居が下が
れば、既存の施設を日常的
に利用しやすい施設になる。

・鶴岡公園と銀座通りを
結ぶ道路を安全に歩い
て楽しい空間にしたい。
・荘銀タクトなどでのイベ
ントを通した日常的な利用
を増やしたい。
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望されており、その具体例として児童館の丘を活用したアスレ
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しやすくしてほしいとの意見が見られた。その解決策として、「近
くの駐車場を使いやすくする」、「積極的なイベント開催によって
利活用を促進する」などの意見が得られた。

様々な空間の計画に際し、一度子どもの目線に立つことが必要で
あることが推測される。銀座通りに関して、子供が安全に遊べる
スペースを空き地空間やエビスヤビルに設置してはどうかという
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⽬的：鶴岡市の中⼼市街地活性化基本計画策定に向け、第⼀回ワークショップで得られた意⾒をもとに
   ディスカッションを中⼼としたグループワークによって、鶴岡市⺠が持つまちの将来ビジョンの把握を⾏う。

開催⽇時：令和 5 年 7 ⽉ 25 ⽇ , 8 ⽉ 1 ⽇
開催場所：まちづくりスタジオ鶴岡 Dada
参加者：前回参加者を含め 50 ⼈の鶴岡市⺠ 
グループ構成：参加者をランダムに 3 ー 4 ⼈ / 主催者側から 2 ⼈（ファシリテーター、記録係）
各セッション：約 2 時間 計 4 回開催
流れ：① 6 ⽉実施分の振り返り・アイスブレイク
   ②市⺠が求める「ニーズ」選定：第⼀回ワークショップで市⺠の意⾒から抽出された 15 の「ニーズ」の中からグループごとに 3 つ、着⽬したいニーズを選定
   ③イメージ写真を⽤いた理想のまちマップ作り：②の「ニーズ」を満たすためまちに今後何が必要なのか、イメージ写真を利⽤し理想の空間像を議論・作成
   ④まちの将来ビジョン策定：将来ビジョンのスローガンを各グループ最⼤ 3 つ作成
   ⑤成果発表

 A0 ⽤紙１枚のニーズ⼀覧マップを⽤いて、特に重視したいニーズの
選定を各グループで⾏った。参加者には投票⽤付箋を⼀⼈３枚ずつ配り、
重視したいニーズにそれぞれ投票してもらった。その後、参加者に投票
した理由やエピソードを共有してもらい、ファシリテーターを中⼼に、
グループで扱うニーズを３つに絞った。そのニーズを、配布した発表⽤
A0 ⽤紙１枚の所定欄に記⼊した。

 イメージ写真（国内外のさまざまな地域で実装されている街路デザイ、
公共空間、ファニチャー等）A5 × 67 枚を１セットとし、各グループに
配布した。各グループは選定した 3 つのニーズを念頭に議論を交わしな
がら、理想的な空間像やニーズを実現するために必要な要素をもつ写真
を 8~10 枚程度選定した。選んだ写真についての意⾒・コメントはファ
シリテーターが付箋に記⼊して貼り付けた。

 発表⽤ A0 ⽤紙１枚に配置された地図の周りに選定写真とコメント付
き付箋を分類しながら並べ変え、将来ビジョンの⼿がかりとなるキー
ワードの抽出をグループごとに⾏った。ファシリテーターを中⼼に、
その写真から描けるまちの姿を考え、出てきたキーワードとともに将
来ビジョンを最⼤３つ挙げ、発表⽤紙の所定欄に記⼊した。

 ビジョン作成後、各グループごとに成果物の発表を⾏った。各グルー
プの代表者が前に出て、選んだニーズや議論のプロセス、作成したビ
ジョンなどの説明を⾏い、発表後、早稲⽥⼤学側による講評が⾏われた。
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05市⺠が求める「ニーズ」選定

イメージ写真を⽤いた理想のまちマップ作り

まちの将来ビジョン策定

成果発表

ワークショップ前半で⽤いたシート

第 2 回  鶴岡市中⼼市街地 将来ビジョン策定ワークショップ
1. ワークショップの概要

2. ワークショップの内容

04
 はじめに、６⽉に実施した第 1 回鶴岡市中⼼市街地将来ビジョン策
定ワークショップの結果の振り返りを⾏った。早稲⽥⼤学の学⽣が結
果をまとめた資料を貼り出し、全体に向けて解説した。アイスブレイ
クでは前回と同様にチェキを⽤いた名札作りをグループごとに⾏った。

6 ⽉実施分の振り返り・アイスブレイク01



 ワークショップ前半で⾏ったニーズ選定における各ニーズ
の得票を右図にまとめる。各ニーズをカテゴリー化してみる
と、「公共交通の利便性の向上」、「アクセスしやすい通りにし
たい」「歩⾏者にやさしいまち」など交通に関するニーズと、

「気軽に利⽤できる場所」、「多世代交流を促す空間」、「遊び場
の創出」といったどんな⼈でも利⽤できる居場所づくりに得
票数が集まっていた。

 全体的な傾向として、ニーズの中でも頻出度が⾼かった交通をテーマにしたビジョンが多く⾒られ、「⾞を降りて
歩きたくなるまち」や「⾞をあってもなくてもアクセスしやすいまち」のような、⾃家⽤⾞中⼼の移動から公共交通
などを⽤いた歩⾏者中⼼の環境がビジョンに挙げられた。
    また後半ワークで集められた意⾒を各ニーズに分類した際に、多く⾒られた「Ｃ：気軽に利⽤できる居場所」や「Ｍ：
ゆっくりできる居場所づくり」のようなまちなかの居場所を求めたニーズを反映したビジョンも多く⾒られた。ここ
で語られる居場所は様々で、「サードプレイスが充実したまち」、「ゆっくり歩いて滞留が起きるストリート」などに
⾒られるように、まち全体を滞留空間として活⽤することがビジョンとして語られていた。

成果物の例

3. 選定されたニーズのまとめ

4. 作成されたビジョンの傾向

5. 作成されたビジョン⼀覧



多世代の誰もが⽴ち寄りやすい場所が多いまち

第２回鶴岡市中⼼市街地将来ビジョン策定ワークショップ まちの将来像〜住商混在エリア編〜
第２回鶴岡市中⼼市街地将来ビジョン策定ワークショップ (2023 年 7⽉ 25 ⽇、8⽉ 1⽇実施 )で作成された複数のビジョンに基づき、銀座通りを⼀例とした住商混在エリアの将来像を描きました。

絵：早稲⽥⼤学⽮⼝哲也研究室 若松南海

作成されたビジョン

ワークショップでの発話

①交通・移動将
来
の
住
商
混
在
エ
リ
ア
は…

銀座通りに気軽にアクセスできるよう、地域全体で利
⽤できる公共のモビリティを導⼊してほしいとの声が
多く上がりました。また、⾞を降りて歩きたくなるよ
うな、歩⾏者に優しく楽しい歩⾏体験ができるような
道空間をつくっていくことが求められます。

②交流空間やまちなかの居場所 ③多世代に⽬を向けて ④健康・運動 ⑤まちなか居住
いつでも利⽤できて、居⼼地のいい場所がたくさんあると
いいという意⾒が多く⾒られました。銀座通りでは、気軽
に⽴ち寄れるオープンなカフェや、歩道で滞留できるパー
クレット、ストリートファニチャーの設置等によって、ま
ちなかに⼈々を滞留させる多機能な空間が求められます。

⼦どもから⼤⼈まで楽しめるまちといった、多世代に⽬を
向けたビジョンが複数の参加グループから掲げられました。
⼦どもが遊べる空間や、⼤⼈がゆっくり過ごせる場所、さ
らに学⽣や仕事をしている⼈が作業に集中できる場所など、
様々な機能が求められます。

気軽に歩いたり運動できる場所が広がることで、健康が育
まれるまちにしたいという声が挙がりました。住商混在エ
リアでは、運動できる施設や屋外空間、健康相談室等を導
⼊することで、⾃然と市⺠の健康を促進する場所を創出で
きる可能性があります。

「商店街に住む」という視点でも議論がなされ、空き店舗
等を住居へと再⽣したいという声が上がりました。住ま
うことを通して⼀⽇中⼈々が⾏き交う賑やかで安⼼な商
店街が実現する可能性があります。

移住者、学⽣がまちなかに住みたくなるまち

⼤⼈も⼦供も気軽に遊べるまち

気軽に利⽤できるいろんな交通⼿段があるまち

サードプレイスが充実したまち

歩いて楽しいまち好きなところで乗り降りできるといいな

歩道で休める空間がほしい

気軽に利⽤できるカフェがほしい

お店の窓を⼤きくして、外から⾒やすくしてほしい

空き店舗を活⽤したい

トゥクトゥクみたいな感じで乗れるといいな

・⽴ち寄りやすくなる・良いお店に気づける・歩いて楽しくなる etc...

・気軽に交流できる
・賑わいが⽣まれる・散歩しやすくなる etc...

・⾊んな場所にポートがあるから移動しやすくなる
・⾞に乗らなくてもちょっと遠くに⾏ける etc...

・勉強や仕事ができる・ふらっと休憩できる
・リノベーションに市⺠が参加できる
・今あるものを再⽣できる etc...

歩道をもっと広くしたい

・道空間での多様なアクティビティ
・歩⾏者にとって安全なまち

Point

Point

Point

Point
Point

Point



第２回鶴岡市中⼼市街地将来ビジョン策定ワークショップ まちの将来像〜鶴岡公園周辺編〜
第２回鶴岡市中⼼市街地将来ビジョン策定ワークショップ (2023 年 7⽉ 25 ⽇、8⽉ 1⽇実施 )で作成された複数のビジョンに基づき、鶴岡公園周辺の将来像を描きました。

絵：早稲⽥⼤学⽮⼝哲也研究室 若松南海

⼤⼈もこどもも観光客でさえも楽しめる場所や⽬的が多いまち

運動を通してコミュニケーションをとり皆で健康に！

⼈の集まる城下町

将
来
の
鶴
岡
公
園
周
辺
は…

①交通・移動
地域全体のアクセシビリティを⾼めることに加えて、
鶴岡公園周辺では⾃転⾞で⾛りやすい道路整備が求め
られました。シェアサイクルや途切れないサイクリン
グロードを設けることで、周辺の様々な施設に気軽に
アクセスできるような周遊性の向上が求められます。

②歴史を活かす ③多世代交流 ④健康・運動 ⑤みんなに伝わる情報
鶴ヶ岡城址や⼤宝館、荘内神社など歴史あるスポットが集
積した鶴岡公園周辺では、その魅⼒を最⼤限に発揮させた
まちづくりが求められます。気が付いたら歴史を学んでい
たまちというビジョンを掲げたグループからは、スタンプ
ラリーを通して周遊させる仕組みが提案されました。

いつでも多世代が集える場所がほしいという意⾒が多く⾒
られました。特に鶴岡公園周辺では定期的なイベント開催、
商店街からの簡易出店など、いつもの公園に＋αの⼯夫を
することで⽇常的な賑わいを求める声が上がりました。屋
根付きのベンチなど休憩できる場所の計画も求められます。

⼤⼈が運動できる場所や、気軽に借りることができるテニ
スコートといったのスポーツ施設、ジョギングコースの設
置などを通して交流を促し健康を育む場所にしたいという
う意⾒が多く⾒られました。広い公園や⾃然環境を活かし
て誰もが気軽に運動できる機能が求められます。

地域に住む外国⼈や観光客も含め、あらゆる⼈に情報が
伝わる⼯夫が必要があるという声が上がりました。鶴岡
らしさの魅⼒発信地となる鶴岡公園周辺において、イベ
ントが開催される際は、誰もが集えるよう公式 SNSなど
を通した伝わりやすい情報発信が求められます。

歩⾏者にもランナーにも優しいまち

気が付いたら歴史を学んでいたまち

気軽に出店できる場がほしい

⼤⼈数で座れるベンチがほしい

⾃転⾞専⽤レーンがほしい

歴史スタンプラリーがあるといいな

⽇常的にイベント開催してるといいな

みんなに伝わるまち

SNSなどを通して情報が伝わりやすいといいな

・歴史を学べる＋市内を楽しく周遊できる

・誰もが平等に情報を⼿に⼊れ、イベントなどにも参加しやすくなる

・⽇常的な賑わいが⽣まれる
・地域住⺠の交流が促進される

・⼦どもも⼤⼈も楽しめる
・市内のお店と連携した賑わいの創出

皇居ランみたいなジョギングスポットがほしい

・気兼ねなく⾛れる
・運動を通したコミュニケーションが⽣まれる

作成されたビジョン

ワークショップでの発話

Point

Point

Point

Point

Point



鶴岡駅前


